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令和６年の現場見学を終了しました
～今年も多くの方に参加いただきました！ ～

１１月１１日（月）に工事現場内の展望所を閉鎖し、今年の現場見学の開催を終了しま
した。今年は３２回開催となりました。その他、出前講座として直接訪問しての事業説明
を２回実施しました。見学開始以来、毎年多くの方に参加いただきありがとうございま
す。今後も多くの方に鳥海ダムに関心を持っていただけるよう、情報発信して参ります。
今年は本体工事着手の年となりました。今後工事が進み、日々現場の状況が変化し

ていきます。来年は今年とはまた違った風景を見ることができます。
来年の見学については再開次第ご案内させていただきますので、今年よりさらに多

くの方のご参加をお待ちしております。

鳥海小学校での出前講座

今年も最も多くの方にご参加いただき
ました。
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現場見学会・出前講座実績

出前講座 現場見学

「周遊ツアー」
百宅マイスターによる百宅の歴史
を聞きながらのウォーキング

現場見学・出前講座実績(R6.12.2現在) （人）（回）
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安全・安心の子吉川に抱かれて、より豊かに暮らせる、わたしたちの郷土のために。

鳥海ダム建設事業の流れ
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YouTubeＸ鳥海ダムWEBサイト

鳥海ダム環境影響評価技術検討委員現地視察会を開催！
～最新の事業実施状況や環境保全措置等の実施状況について確認～

10月25日（金）に鳥海ダム環境影響評価技術検討委員現地視察会を開催しました。
鳥海ダムでは、「環境影響評価法」に基づきながら、事業実施による環境への負荷を

できる限り回避・低減し、環境の保全について配慮がなされるよう、環境面から各専門
家の指導及び技術的助言を頂きながら、環境に配慮したダム事業を実施しているとこ
ろです。
今回の現地視察会では、各専門家に向けて、鳥海ダムにおける最新の事業実施状況

を説明し、環境保全措置の実施状況を確認しながら、必要に応じて技術的助言を頂くこ
とを目的に開催したものです。
現地視察は、現在、ダムサイト右岸の斜面を掘削している「右岸上部掘削工事」の現場

内からダムサイト全体を視察し、工事における濁水処理実施状況等順次実施しました。

現地視察にて頂いた技術的助言は、環境保全措置や環境調査方法等に反映し、継続
して環境に配慮したダム事業を進めてまいります。

右岸上部掘削工事の視察 濁水処理実施状況の確認猛禽類営巣地の視察

各委員から頂いた主な意見
○ 「右岸上部掘削工事で発生した水が白濁しているように見えるため、濁水の原因
となる粒子の処理方法を工夫して頂きたい。」（水質の観点から）
○ 「景観や自然美に関して、鳥海ダムに訪問する観光客がどのような印象や要望を
持っているのか聞き取りを行って頂きたい。」（景観の加点から）

天気予報にちらほら雪マークが付くようになり、冬シーズン到来となりました。「カメムシが
多い年は大雪になる」と言われますが、緑のカメムシが大量発生した今年、どうなるのか非
常に気になるところです。
まだ寒さに体が慣れていないこの時期は体調を崩しがちになります。ほかほかのお鍋や
スープで体の中から温めるのもいいかもしれません。体調に気をつけてお過ごし下さい。

となる粒子の処理方法を工夫して頂きたい。」（水質の観点から）

持っているのか聞き取りを行って頂きたい。」（景観の加点から）


